
   

 

 

第１１８５回 例会 ２０１５年（平成２７年）２月２日   

                    （世界理解月間） 

 

前回（１月２６日）例会記録 

 

◇プログレス 藤野 英男 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介 武田 實 親睦委員 

ゲスト：０名 地区外：１名 地区内：２名 合計３名 

 

２．会長の時間 小島 常男 会長 

ご来客の皆様ようこそお越しいただきました。どうぞごゆっくりお過ごしください。 

今週末の３１日、大阪心斎橋ロータリークラブ主催のインターシティーミーティングが大丸心斎

橋劇場で開かれます。澤田会長エレクトが講演者ですので、ご参加の程よろしくお願いします。 

本日は月度最終例会ですので楽器の話をさせていただきます。リコーダーは学校で習う楽器

で、会員の皆様も１度は吹かれたことがあるのではないかと思います。私より上手な方も大勢おら

れるでしょうが、しばらくご辛抱いただければと存じます。 

 

 

本日のプログラム                        （本日のプログレス 岡本 茂 副ＳＡＡ）

○ ロ-タリ-ソング  「君が代」「船場ソング」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ ２月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話  ｢変化への対応」 林  拓 会員 

○ 理事会  ４階 「蘭の間」 １３：４０～１４：４０ 

・スキー 

・雪 

・星の世界 
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四つのテスト／言行はこれに照してから 

Ｉ．真実かどうか Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか Ⅳ．みんなの為になるかどうか 



 

 

演奏しますのはアルトリーダーで、ソプラノリコーダーより５度低く、やわらかい音が鳴ります。

これは大阪の竹山木管楽器製作所のリコーダーで、もともとこの会社は紡績用ボビンを作って

いたのですが、木製ボビンの需要が少なくなり、木材を丸く加工し中心に穴をあけるという技術

をリコーダーに応用し、今ではリコーダーの製造では世界で５本の指に入るそうです。また経済

産業省から「ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援補助金」を受けられています。 

 演奏する曲はＮＨＫの朝の連続テレビ小説「まっさん」で主役のエリーも歌っている、イギリス

民謡の「ウォーターイズワイド」です。 

実は今日はあまり自信がありません。スリリングな演奏になるかも知れませんがＲＣの寛容の精神でご容赦願います。 

本日の会長の時間は以上です。ご清聴ありがとうございました。 

 

３．幹事報告 堀 浩司 幹事 

①１月１９日に IM７組の第２回会長幹事会が開催されました。矢田ガバナー補佐から IMの共同事業として今年は献血 

 活動としたいということで３月２２日に難波で献血車を出されます。会員あるいは会員関係者に献血をしていただきたい 

 ということです。詳細が決まり次第お知らせをいたしますのでよろしくお願いいたします。 

②先週お願いをいたしました青少年交換プログラムのアンケートの件ですが、まだ未提出の方がいらっしゃいますので、 

今日が期限となっておりますのでご回答をお願いしたいと思います。それに基づいて２月の理事会で話を進めたいと 

思っております。 

③1/31に IMがございます。今回は心斎橋RCさんがホストとなっておりますので皆様奮ってご出席いただきますよう 

お願いいたします。１２時が受付登録開始となっておりますので大丸心斎橋劇場（北館１４階）へお越しいただきますよう

お願いいたします。１２時から各展示ブースを観覧することができますのでIM７組の各クラブの展示を見ていただけたら 

と思います。 

④本日例会後１３：４０から３１階「カトレアの間」におきましてクラブ協議会がございます。矢田ガバナー補佐と佐伯ガバナ

ー補佐エレクトがご出席されますので関係各位はご出席の程よろしくお願いいたします。 

 

４．委員会報告 

 ◎ ＳＡＡ委員会 片岡 清夫 委員長 

①会長幹事からもお話がありましたが、今週末に開催されます IMに現在３１名の方が出席されると聞いておりますが、 

ご都合の付く限りご出席の程よろしくお願いいたします。 

②本日のクラブ協議会に３年未満の会員の皆さんも時間があればご出席いただきますようお願いいたします。 

 

５．ニコニコ箱報告 平山 明彦 親睦委員 

宮原 会員‥‥職業卓話の趣旨に沿えるかわかりませんが大学の先生方と取り組んでおりますテーマについて 

          紹介させていただきます。 

小島 会員‥‥本日の会長の時間、リコーダーはうまく吹けたでしょうか? 

松谷 会員‥‥隠岐の海、三役復帰か? 

今泉 会員‥‥国技として日本人も頑張って下さい。 

甚田 会員‥‥早退のお詫びです。勝手ですみません。 

 

 



 

 

新川、清水、堀、斧原、渡辺、栗原、俣野、藤野、片岡、小山、塩尻、岡本(真)、大嶋、中村、松永、カンタトーレ、大磯、 

北野、井澤、高階、伊藤、 

各会員‥‥白鵬全勝で歴代最多優勝に花。 

 

６．出席報告 藤野 英男 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ４０名 出席員数 ３５名 出席率 ８８％ 

第１１８３回（１月１３日） 修正出席率 ９８％ 

 

７．職業奉仕卓話  

◎「大学との取り組みについて」 宮原 彰 会員 

 

弊社は１９９５年１月１７日に発生いたしました阪神淡路大震災と時を同じくして化学工業 

薬品を取扱います商社（卸業）として創業を始めました。 

以来皆様方のご支援を賜りお陰様で２０年を過ごすことができました。 

発足当時の１９００年は不動産バブルがはじけた後遺症のため、日本経済は不況の中に 

あり長いデフレ経済の始まりの時期でもありました。 

そのためお客様からは安い商品を探して欲しい、中国品や韓国品を紹介して欲しい等の 

要望が寄せられ、韓国と中国に情報収集のため連絡事務所を設けました。 

お陰様で現在１２０種類の商品を９０社にお世話になっております。 

商社活動と並行して大学の先生方と取り組んでおります産学協同事業について紹介させていただきます。 

２０００年代に入り政府の行政改革の一環として大学の運営も独立行政法人となりました。その独立行政法人とは 

「各省庁から独立した法人組織で、国民の生活の安定と社会・経済の健全な発展に役立つことを目的としている。 

これまでは特許や論文の発表数で国からの予算が傾斜配分されてきましたが、国立大学法人化に伴い各大学は 

自助努力による研究費の調達を余儀なくされている。又運営費も年々削減される中人材の確保も厳しい状況となった。 

そうした中で企業との共同研究が盛んに行われるようになったのが、いわゆる「産学協同事業」であります。 

大学にとっては研究費の調達先ができる上、人で（研究員）の確保にも繋がり充実した研究が可能となる。 

企業にとっても、自社のみで研究開発を進めるよりコスト削減でき、より高度な研究が実現でき、商品化のスピードに 

つながる。 

この様な時流の中で弊社も大学の先生方と共同事業として取り組んでおりますテーマについてご紹介いたします。 

 

① 大阪大学： 先端化学イノベーションセンター特任教授 柳田 祥三 

② 京都大学： 名誉教授 矢野 秀雄 

           牛の肉質を改善する飼育添加物「テクノコートＶ－７０」の商品名で販売中 

③ 愛知学院大学： 梶原 鳴雪 教授 （元名古屋大学大学院教授） 

              エンジニアリングプラスチック用難燃剤の開発 

 

 

 

 



 

 

④ 北海道大学： 長谷川 靖哉 教授 

            耐熱性の高い新規な蛍光体の開発 

⑤ 北京大学： 工学博士 姚 瑞剛 

           蛍光体の共同開発 

⑥ 韓国慶星大学校： 許 根泰 教授 

            韓国企業と日本企業との交流促進 

⑦ 韓国嶺何大学校： 名誉教授 鄭 槿基 

               牛の肉質改質飼料添加物テクノコートＶ－７０の韓国牛への牧場実験 

※ まとめ 

大学の先生方の発明品は新規物質のため用途開発に時間がかかります。用途が見つかっても実用化までに 

更に改良が必要で時間を要します。そのため企業側にとりましては息の長い地道な協力が必要です。 

 

 

◎「食品の異物混入問題と包装資材・食品容器について」 中村 一 会員 

当社では梱包・包装資材、パッケージ、食品容器、その他ショッパーなどの店舗資材や販促商

品などを取り扱っております。今回はその中でも、最近テレビや新聞などでよく取り上げられて

いる「食品の異物混入」に関連したパッケージと食品容器について供給業者側としてコメントさ

せて頂きます。食品メーカーやデパ地下などの食品販売チェーン店に納品しているこれらの資

材について、当然ながら常に原料の安全性と製造ラインや保管・輸送上での衛生管理を徹底し

ておりますが、人間が製造や資材の梱包、輸送に関わっている以上、また限られたコストの中で

供給する以上「絶対」に不具合が発生しないといったことはあり得ません。但し、この「絶対」とす

べきことについて優先順位を重視し日頃供給に携わっております。この管理としては、一般的に、「致命的欠陥（＝パッケ

ージの食品成分表示印刷の誤りや有害物質を容器の原料とすること＝例えば、アレルギー表示印刷の誤りで人体に多大

な悪影響を及ぼす、などで全品回収や謝罪広告などが必要となる）」、「重欠陥」、「軽欠陥」としてその優先順位と不具合

が発生した際の対処・対応を考慮しています。マスコミでもこの欠陥度合の説明が不足することで、消費者に不安をあおる

ことが大変気になります。容器やパッケージを供給している企業も食品メーカーや食品製造・販売店とともに、安く安全に

良い商品を消費者に届けることに努力していることを憶えておいて頂ければ幸いです。 

 
  

 

 

 

☆次回２月９日（月）例会予定 

             ・フリートーク「青少年交換留学生について」 
              
        
        
           


